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腺癌が 53.4歳であり有意差を認めなかった。進行期は境界悪性Ⅰ期 52 例(94.5%)Ⅱ期 1例(1.8%)、
Ⅲ期 2例(3.8%)であり、悪性Ⅰ期 25例(58.1%)、Ⅱ期 8例(18.6%)、Ⅲ/Ⅳ期 10例(23.3%)であった。























平均年齢はそれぞれ良性が 52,5 歳、境界悪性が 47.3歳、悪性が 53.4 歳であり有意差を認めなか
った。進行期は境界悪性Ⅰ期 52例(94.5%)Ⅱ期 1例(1.8%)、Ⅲ期 2例(3.8%)であり、悪性Ⅰ期 25例
(58.1%)、Ⅱ期 8 例(18.6%)、Ⅲ/IV 期 10 例(23.3%)であった。Weighted-score の平均は良性が 3.2
点、境界悪性が 4.8点、悪性が 10.5点で、悪性と良性および悪性と境界悪性において有意差をみと
めた。また、悪性での進行期別ではⅠ期とⅢ/Ⅳ期およびⅡ期とⅢ/Ⅳ期において有意差をみとめた。
しかしながら、悪性において MAD2 低発現群と高発現群において予後には有意差をみとめなかった。 
卵巣粘液性腫瘍において、MAD2 の過剰発現がその悪性化の要因のひとつになっている可能性が示
唆された。 
また MAD2の過剰発現が癌の進行にも関与している可能性が示唆された。 
以上の研究結果は、卵巣粘液腫瘍における悪性化のメカニズム解明につながる重要 
な臨床的研究である。よって本研究は、博士(医学)の学位を授与されるに値するものと判定された。 
